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(--,島

試験番号‐ 95277

上記試験は以下の GLP に従って実施したものである。

a)「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準について」(平成 15年 11月
21 日、薬食発第 ,1121003号、平成′15・n・17製局第 3‐号、環保企発第 031121004 号、平成

20年 ,7月 4日最終改正)に定める「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に
関する基準」
b) OECDPrinciplesofGood 顛 boratolyPractice,November26,1997

また、本最終報告書は生データを正確に反映しており、試験データが有効であることを確認
.し た 。 ( {

↓○/′年 ↓,月 ↓8 日

＼ き

試験責任者
1

も」 ヨ デ
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本最終報告書は、試験の方法、手順が正確に記載され、試験結果は生データを正確に
反映,していることを保証する。
r なお、監査又は査察の結果については、下記の通り試験責任者及び運営管理者に報告
した。

監査又は査察内容 監査又は査察日 報告日
(試験責任者及び運営管理者)

試験計画書草案 2010 年 12 月 2 日 2010 年 12 月 2‐且 ‐

試験,計画書 2010 年 12 月 3 日 2010 年 12 月 3 日 .
慕露鰍暫時1ー暴露開始後 2010 年 12 月 7 日 2010年 ,12月 13 日

2010 年 12 月.10 日 2010年 12 月 13 日
生データ、最終報告書草案 20・111 年 1 月 20 日 ‐ 2011 年 1 月 20 日
最終報善書 2011 年 2 月 28 日 20

‐
11 年 2 月 28 日

　 　　　
　
　 　　

信頼性保証部門責任者 ′
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表 題
トリメチルアミンの Pse“do厩だれ肥廃物 wbcqpzzα1Qを用いる藻類生長阻害試験

試験委託者
名 称 環境省
住 所 〒100‐8975 東京都千代田区霞が関 1‐2-2

試験施設
名 称 一般財団法人化学物質評価研究機構 久留米事業所
住 所 〒839‐0801 福岡県久留米市宮ノ陣三丁目2番 7号

試験目的
トリメチルアミン塩酸塩を用いて路 e“の腹だね肥rid超 s"bcqpまね加 に対する生長阻害試験を 巨三

行い、 トリメチルアミンの Pse“のたirごねれeriezわぶぬ cqpz云"ねに対する o‐72 時間の 50% 生長阻害
Li

濃度 (EC5。)及び最大無影響濃度 (NOEC) を求める。

試験法
a)「新規化学物質等に係る試験の方法について」(平成 15年 11月 21日、薬食発第 1121002号、

平成 15・11・13製局第 2号、環保企発第 o31121002号、平成 18年 11月 20 日 最終改正)

に定める「藻類生長阻害試験」
b)OECD Guidelines for I Esting of Chemicms,No.201,March23,2006,"Freshwater 虹 ga and

Cyanobacteria,G1owthmhibitionTest"

GLP 基準

a)「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準について」 (平成 15年 11月

21 日、薬食発第 1121003 号、平成 15・11・17製局第 3号、環保企発第 o31121004 号、

平成 20年 7月 4日最終改正)に定める「新規化学物質等に係る試験を実施する試験
施設に関する基準」
b)OECDPrinciples ofGoodLaboratoryPractice,November26,1997

試験日程
試 験 開始 日 2010年 12月 3 日

実 験 開 始 日 2010年 12月 7 日

実 験 終 了 日 2010年 12月 10 日

試 験 終 了 日 2011年 2 月 28 日
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8, 試資料の保管

試験計画書 (正本)、最終報告書 (正本)、生データ、‐契約書の写し及びその他の記録は

当試験施設に保管する なお、供試試料は保管しない。
保管期間は最終報告書提出後 10年間とする。保管期間終了後の処置 (継続保管、廃棄又は

返却)は、試験委託者と協議の上決定するp

9, 試験関係者

試験責任者 ‐
　

　　

試験担当者 (生物試験の実施)

試験担当者 (分析試験の実施)
一■(所属 試験第四課)

e ノ 10.最終報告書の承認

試験責任者

'↓ "/ 年
′
↓ 月 』8( 日
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11.要 約

試験条件
試験生物 Pseαの廊たた肥 rim αsぬ cqz7Zrmq

試験区 被験物質濃度として 100、56、31・17・9,5m肌 (公比 1,8)の 5;濃度区

及び対照区
試験液の調製 供試試料を培地に溶解した試験原液を用いて調製
暴露方式 旋回振とう培養 (約 100回/分)
暴露期間 72時間
連 数 6連/対照区

3連/試験濃度区
試験液量 600mU 対照区 (loomU 試験容器)

300mL/試験濃度区 (loomL/試験容器)

培養温度 21.穿C

照 明 96~99 岬 /m2/s

生物量の測定 細胞濃度
被験物質濃度の測定

HPLC 法 (暴露開始時及び終了時)
試験結果
EC50(ErC5o) 〉loomg 虹

NOEC( 生長速度 o-3d)

56mg虹

(上記濃度は、設定濃度に基づく値)
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12.試験材料

12.1 被験物質

a)名称等

名 称
CAS 番号

b)構造式等
構造式

分子式
分子量

トリメチルアミン

75‐50-3

日3Cノノ
N
＼＼CH3

C3H9N

59.1lil

*1 原子量表 (2010)を用いて算出した値

c)物理化学的性状
蒸気圧 187]燈 a(20oC)ヰ2

対水溶解度 890g如し(30oC)キ2

1-オクタノール/水分配係数 (10gpow)

融 点
沸 点 2.8

溶媒に対する溶解度等

溶 媒 溶解度 溶媒中の安定性
ジエチルエーテル 溶解 *3 ー

ベンゼン 溶解 *3

トルエン 溶解 *3

クロロホルム 溶解 *3

12.2 供試試料

a)名称等

名 称
CAS 番号

0.16*2*3

‐117.08oc*2

2・87 。Cキ2

比 重 α‐50.66Z3

*2 化学物質総合情報提供システム (CHRIP)

*3 Rich 嶺 dson, 4,L,et al “The Dictionary of Substances and their Eぜects" The RoyaI

SocietyofCheIPistry,1993.

トリメチルアミン塩酸塩

593‐81-7

-9 -
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b)構造式等
構造式

で
3 CI

　　　
H3Cー Nー H

分子式 qH・oCIN

分子量 95.57‐l

*1 原子量表 (2010)を用いて算出した値
c)純度等
純度 98,4%M

不純物 水分 2,6%4不純物 水分 2,6拶 ← @-
供給者 ′ ノ

ロット番号

純度は 100%として取り扱った。

*4 供給者提供の試験成績書 rー
・

d)物理化学的性状
蒸気圧

‐
1,66× 106mm g(250C)◆2

対水溶解度 易溶17

1」オクタノール/水分配係数 (10gpow)

o3.が (実測値)

融 点 2000c12(焼結又は昇華)

沸 点 277~2780Cf2( 分解)

常温におけ‐る性状 形状 :結晶~粉末、色 ;白色~ ほとんど白色'6

溶媒に対する溶解度等
溶 媒 溶解度 溶媒中の安定性
エタノール 易溶 17 ー

クロロホルム 可溶 .7 .
-

エ ー テル ′ r 不 溶 17 , .
-

比 重 1.o3(2oocys

・*2 化学物質総合情報提供シスーテム (CHRIP)

*5 ,Kare」Ve・schueren “HandbookofEnvironmentaIDataono ・ganicChemicals"4 ‘hEd.

.*6‐製造元 の製品安全データシート

*7 化学大辞典編集委員会編「化学大辞典」(共立出版)1960.
e)保管条件
. 窒素封入し、デシケーター中で冷暗所保管した。

‐10 ‐
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り供試試料の同一性及び保管条件下における安定性の確認
入手した供試試料について赤外吸収スペクトルを測定し、供試試料の特性が認め

られることを確認した。また、実験開始前及び終了後の赤外吸収スペクトルを比較す

ることにより、保管条件下における被験物質の安定性を確認した。

g)取扱い上の注意

手袋、マスク、保護めがね及び白衣を着用し、皮膚、目への接触及び吸入を避けた。

12.3 試験生物

種 恥 edo 履たた肥 rid虚 sぬ cqz71『α加

生物種選択の理由 テストガイドラインに推奨されている種
入手源 American Type{oulture{Collection

入手株番号 ATCC22662

入手日 1995年 6月 30 日

入手後の管理 久留米事業所で無菌的に継代培養
試験系の再現性の確認定期的に基準物質による藻類生長阻害試験を実施

最新のデータを以下に示す。

基準物質 :ニクロム酸カリウム

(和光純薬工業 試薬特級 ロット番号川しP5310)

実施期間 ;2010年 5月 31日~6 月 3日

ErC5o(0 ー3d):0,83mgL

この値は久留米事業所におけるバックグラウンドデータの規定範囲内

(平均±2x標準偏遡 であった [平均±標準偏差 :0,95ぬ.19唾虹÷伝=15月。

13.試験の実施

試験はトリメチルアミン塩酸塩を用いて実施し、濃度はトリメチルアミン濃度で表示した。

13.1 培 地

前培養及び試験ともに精製水で調製した OECD 培地 (OECDTG201;March23,2006)

を用いた。

Component m 胃 L Comーponent mgL

H3B03 0.185 CuC12・2H20 0.00001

M[nC12・4H20 0.415 CaC12 ・2H20 18.O

ZnC12 0.00300 NH4CI 15.O

FeC13・6H20 0.0640 KH2P04 1.60

Na2EDTA ・2H20 0.100 NaHC03 50.O

COC12・6H20 0.00150 M【gC12・6H20 12.O

Na2M【o04 ・2]日20 0.00700 M【gs04 ・7H20 15.O

13.2 試験器具及び装置
試験容器 500mL 容ガラス製三角フラスコ (通気性のシリコセン⑩付)

培養装置 連続振とう培養、温度及び照明の制御が可能な装置

-11 ‐
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13.3 試験液の調製法

必要量の供試試料を秤量 [C3H9N/C3H,。CIN=59.11/95.57(61.85%) で換算 ] し、培地に

溶解させ、loom胃Lの試験原液を調製した。調製容器内で必要量の試験原液と培地を

混合し、撹梓して試験液を調製し、各試験容器に分割した。

13.4 試験条件

暴露方式 旋回振とう培養 (約 100回/分)
暴露期間 72時間
試験濃度 100、 56、 31、 17、 9.5mg虹 (公比 1,8)

予備試験結果から試験濃度及び公比を決定した。
予備試験結果を Additionaldataに示す。

対照区 被験物質を含まない培地
連 数 6連/対照区

3連/試験濃度区
試験液量 600mU 対照区 (loomL/試験容器)

300mU 試験濃度区 (loomU 試験容器)

暴露開始時の細胞数
3 日間前培養した藻類の細胞数を計数し、試験液中の細胞濃度が
o.75 x l04 cells/"uLになるように試験液に接種した。

試験操作 無菌操作により実施した。
温 度 21~24oC( ±2oC の変動幅 )

照 明 設定値 90-凪/m2/s(設定値の±20%以内、平均値±15%の変動幅)

400~7oonm のスペクトJし幅をもつ蛍光灯による連続照明

13.5 観察と測定

a)藻類の生長等

測定項目 生物量 (細胞濃度)
測定頻度 暴露開始後 24時間ごとに測定

(試験液のバックグラウンドを測定しブランク補正を実施)
細胞観察 暴露終了時に各試験区につき少なくとも1試験容器
測定機器 コールターカウンター Z1( ベックマン・コールター)

生物顕微鏡 B×41(オリンパス)

b)試験液の状態
暴露開始時及び終了時に観察
c)試験液の水質及び暴露環境
pH 調製容器より別途分取して測定 (暴露開始時)

各試験区につき1試験容器を測定 (暴露終了時)
培養装置内温度

暴露期間中1日1回測定
光強度 培養装置内で暴露期間中1日1回測定

‐12 ‐
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測定機器 ポータブル pH 計 HM‐21P( 東亜ディーケーケー)

検定済ガラス製棒状温度計
光量子計 L1‐250A(LI-COR)

d)試験液中の被験物質濃度 (トリメチルアミン濃度)
測定頻度 暴露開始時及び終了時
採水方法 調製容器より別途分取 (暴露開始時)

各試験区の試験容器から均等量採取し混合 (暴露終了時)
藻体除去 遠心分離 (30oorpm,10分間)( 暴露終了時のみ実施)

採水量 約 1omL( 全試験区)

測定方法 Appendix l参照

結果の算出
暴露期間中に測定した試験液中の被験物質濃度が設定濃度の±20%以内であったため、

結果の算出には設定濃度を用いることとした。

a)阻害率の算定法
各試験区の生物量の平均値を時間に対してプロッ・トし、生長曲線を作成した。この

曲線を用い、生長速度を比較して阻害率を算出した。

生長速度の比較
指数関数的に増殖しているときの生長速度は次式に従って計算した。

　　　　　　　　 　
メリ
ー
--
“
-"

ここで

メリ =" 時から方時までの期間の生長速度。日当たり (す1)で表す。

醍 =" 時の実測細胞濃度 (cells/mL)。試験開始時 (ぁ) の細胞濃度は設定値を

用いた。

N′ニカ時の実測細胞濃度 (ceus/mL)

『‘ = 暴露開始後 f回目に細胞濃度を測定した時間 (α)

≠ノ ニ暴露開始後j回目に細胞濃度を測定した時間 (d)

EC5。の算出においては、暴露開始時から72時間後までの暴露期間を通じた生長速度

を求めた。対照区については、試験の有効性を調べるために 1日ごとの生長速度も求め

た 。

試験濃度区における阻害百分率 (L)は対照区の平均生長速度 (〆‘) と試験濃度区で
の生長速度 (〆r)との間の差として次のように計算した。

ム ニ メc-"r xloo
　　

b)EC5o の算出法

試験濃度範囲で 50%以上の阻害率が得られなかったため、EC5oは「〉試験最高濃度」

と表示した。生長速度により求めた EC5oは E C5oと記載した。

13.6
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c)NOEC の評価

生長速度について、Bartlett法による等分散検定を行った後、各試験濃度区と対照区

との有意差の有無を一元配置分散分析及び Dunnettの多重比較法により求めた。有意差

検定は、当事業所にて開発したコンピュータプログラム (Microso貴Excelにより起動)

を用いて実施した。有意差検定結果及び細胞観察結果より、NOEC を評価した。

13.7 試験の有効性

a)・対照区における藻類の生長は 72時間後に 16倍以上でなければならない。

b)対照区における毎日の生長速度の平均変動係数が暴露期間を通じて 35%を超えてはな
らない。

c)対照区における繰り返し間の生長速度の変動係数が 7%を超えてはならない。

13.8 数値の取扱い

数値の丸め方は、JISZ8401:1999 規則 B に従った。

14.試験結果及び考察 e

14.1 試験液の観察と測定結果

a)試験液の状態

試験濃度区では暴露開始時は無色透明であった。暴露終了時には細胞の増殖により

loomgL 区ですこし薄い緑色、その他の試験濃度区では緑色を呈していた。

対照区では暴露開始時は無色透明であり、暴露終了時には細胞の増殖により緑色を
呈していた。

b)試験液の水質及び暴露環境
試験液の pH を Tablel、培養装置内温度及び光強度を Table2に示す。

試験液の pH は 7.8~8.1 であった。培養装置内温度は 21.8℃、光強度は 96~99"E/m2/s

.で あ っ た 。

c)試験液中の被験物質濃度 (トリメチルアミン濃度)
被験物質濃度の測定方法及び結果を Appendix l、検量線及びクロマトグラムを (

Appendix2 に示す。

測定した試験液中の被験物質濃度は暴露開始時では 9,2~98 mgL 、暴露終了時では

8.9~96m 以L であった。また、設定濃度に対してそれぞれ 97~98% 及び 94~96% で

あり、設定濃度の±20%以内に保たれていた。

14.2 ErC5o

各時間での生物量を Table3、生長速度及び生長阻害率を Table4、E,C5oを Table5に

示す。また、濃度 - 生長阻害率曲線を Figurelに示す。

生長速度によって算出した被験物質の E,C5oは〉loomWL であった。

‐14-
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14.3 各試験区での生長曲線、細胞観察結果及び NOEC

NOEC を類 ble5、有意差検定結果を Table 6、生長曲線を Figure2 に示す。

loo mgL 区では阻害が認められたものの対数増殖を示した。その他の試験濃度区では

では対照区と同様の生長を示した。

以下の細胞観察結果は全て対照区との比較に基づくものである。全ての試験濃度区で

対照区と同様であった。対照区では異常がみられなかった。

生長速度について有意差検定を行った結果、loo mg虹 区において統計学的な有意差が

認められた。有意差検定結果及び上記細胞観察結果より、生長速度における NOEC は

56mgL であった。

14.4 試験の有効性

a)対照区における生長

対照区における供試藻類の生長は暴露終了時まで対数増殖を示した(Figure2参照)。

信書- 暴露終了時には初期生物量の 109倍以上 (Table3参照) に増殖し・有効性基準 (16倍

以上の増殖) を満たしていた。

b)対照区における日間生長速度
対照区における日間生長速度の平均変動係数は 16%(Table 7参照)であり、有効性

基準 (35%を超えてはならない) を満たしていた。

c)対照区における繰り返し間の生長速度

対照区における繰り返し間の生長速度の変動係数は 0.98%(Table 7参照) であり、

有効性基準 (7%を超えてはならない) を満たしていた。

14.5 考 察

被験物質 (トリメチルアミン) は常温でガスであり、取り扱いが困難であることから、

試験委託者と協議の上、試験実施上の操作性などを考慮して供試試料としてトリメチル
アミン塩酸塩を用い、トリメチルアミン濃度に換算して評価した。

試験は試験法での上限濃度 (loomgL)以下での試験生物に対する影響を求める試験と
して行った。その結果、E,C5oは〉loom 彫L、NOEC は 56mgL であった。試験液中の被験

物質濃度は設定濃度の±20%以内に維持され、また、試験環境条件も適切な範囲内であっ

たことから、試験は試験法に準じたものであったと判断される。

15,試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

当該要因はなかった。
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Table l pHoftestsolutions

Nominal

concentration

(m胃L)

pH

Atthestart △」ttheend

Control 7.9 8.O

9.5 7.9 8.1

17 7.9 8.1

31 7.9 8.I

56 7.8 8.1

100 7,8 8.I

甑 b1 2 剛 胆 " 叩 mm 眺 凪ーighti。記賦 yi。m禰“t。・ e

Time Atthestart 1‐day 2‐day Attheend

Culture temperature(oC) 21.8 21.8 21.8 21.8

Lightintensity(uE/m2/s) 99 98 96 99
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Table3 Valueofbiomassat eachtime

Nominal

concentration

(m彫り
No.

Cellconcentration(xl04cells/mIJ

ohoura 24hours 48hours 72hours

Contlol

A

B
C

D
E
F

0.75

0.75

0.75

0.75

0.75

0.75

2
0

9
6
6

1

2

3
2
2

2
3

′
o

nX
U
′
○

く
J
r、
J

7
′

.
ム

ー
↓

.
▲

.
▲

.
▲

.
▲

85
82b

88
83
90
92

M[ean

S.D.

0.75

0
2.8

0.33

16
1.0

87
4.1

9,5

A
B
C

0.75

0.75

0.75

7
9
3

2
2
2

1
6
焔
1
3

8
6
郡

75

~【ean

S.D.

0.75

0
2.6

0.32

16
2.4

82
6,O

17

A

B
C

0.75

0.75

0.75

3.O

2.5

2.6

18
16
15

88
71
82

ハdean

S.D.

0.75

0
2.7

0.24

16
1.5

80
8.6

31

A

B
C

0.75

0.75

0.75

3,O

2.I

2.4

18

13
16

89
71
100

Ddean

S.D.

0.75

0

2.5

0.47

15
2.6

88
17

56

A

B
C

0.75

0.75

0.75

2.5

2.3

2.3

16
15
15

77
77
81

ハdean

S.D.

0.75

0

2.4

0.12

15
0.65

78
2.4

100

A

B
C

0.75

0,75

0.75

1.7

1.6

1.7

9.8

9.2

9.O

45
44

47

ハ4ean

S.D,

0.75

0

1.7

0.047

9.3

0.38

45

1.6

a The value based on the measuredvalue ofpre ‐culture

b The mmmum cell growth incontrol(biomassattheendofexposure/biomass at the

stanofexposure)

82/0.75=109
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℃able 4 Gro wthrateandg 亡。wthinhibition

Nominal

ConCentration

(mgL)
No.

Growthrate

(0-3d)

lnhibitionrate

(%)

Control

A

B

C

D

E

F

1.58

1.57

1.59

1.57

1.60

1.60

……
Ddean

S.D.

1.58

0.0156 :

9.5

A

B

C

1.58

1.58

1.54

0.043

0.37

2.9

D4ean

S.D.

1.57

0.0248

1.1

1.6

17

A

B

C

1.59

1.52

1.56

-0.28

4.2

1.3

1.7

2.3

Mean

S.D.

1.56

0.0363

31

A
.
B

C

1.59

1.51

1.64

-0.67

4.3

-3.8

ハ4ean

S.D.

1.58

0.0645

-0.040

4.1

56

A

B

C

1,54

1.54

1.56

2.6

2.4

1.4

Ddean

S.D.

1.55

0.0102

2.1

0.64

100

A

B

C

1.36

1.35

1.38

14

14

13

hdean

S.D.

1.36

0.0117

14

0,74
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Table5 ErC5oandNOEC

E,C50(mg り NOEC(m 彫り

>100 56

Table6 Resultofstatisticalanalysis

Non ・inal

concentration

(mgli

Statistical

analysis
Statisticalprocedure

9.5 n.S.

Bartlett'stest

one-wayANOVA

Dunnett'smultiplecomparisontest

17 n.S.

31 n.S.

56 n.S.

100 * *

n.s.:N「o significant di";erence

** :Signi 行cantdi 任erence@ 〈 0.01)

.Table 7 モariati。nofgrowthrates in control

〈【ariationfor section-by-sectionspeci 賃cgrowthratesinthecontrols 〉

ControINo. N[ean
Standard

deviation

CoefEicient of

variation(%)

A 1.58 0.450 29

16

(Mean)

B 1.57 0.190 12

C 1.59 0.204 13

D 1.57 0.270 17

E 1.60 0.296 19

F 1.60 0.150 9.4

〈Variation ofaverage specific growthrates in replicate controls>

0-3day

M[ean 1.58

Standarddeviation 0.0156

Coe畳icientofvariation(%) 0.98
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Figure I Concentration ‐responsecuwe.
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APPendixl

被験物質濃度の測定方法及び結果
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1. 試験液の前処理操作
採取した試験液について、そのまま若しくは培地で適宜希釈して高速液体クロマトグラフィー

(HPLC) 試料を調製した。

2. 被験物質濃度の測定

HPLC 試料中の被験物質濃度は、クロマトグラム上で得られた濃度既知の標準溶液のピーク

面積とHPLC 試料のピーク面積とを比較し、比例計算して求めた。得られたクロマトグラム

(一例 ) を Appendix 2 に示す。

定量条件
機 器 高速液体クロマトグラフ
ポンプ LC-20 uDsp (島津製作所)

電気伝導度検出器 CDD‐10ご鮎p (島津製作所)

昌 カラムォ‐ブン crO20AC 靭 (島津製作所)

オートインジェクター SIL‐20A (島津製作所)

システムコントローラー sCL-1OAvp (島津製作所 )

デガッサー DGU‐20缶 (島津製作所)

カ ラム Shim‐packIC-C4(150mmx4.6mml.D., 島津製作所 )

カラム温度 40oC

溶離液 2.5mmol足 しゅう酸溶液

流 量 1.opdL/min

注入量 100〆L

3. 標準溶液の調製

供試試料 162mg を正確にはかりとり、超純水に溶解して 100omgL の被験物質溶液を調製

した。続いてこれを培地で希釈して loomgL の被験物質溶液を調製した。さらにこれを培地

〔 で希釈して lomgL の標準溶液を調製した。

なお、供試試料の秤量は被験物質含有率 61.85% で換算 (C3H9N7C3H,oCIN=59.11/95.57)

して行った。

4. 検量線の作成

供試試料 165mgを正確にはかりとり、超純水に溶解して 100omg虹 の被験物質溶液を調製

した。続いてこれを培地で希釈して 1.0、5.1、 10及び 20mg/L の標準溶液を調製した。こ

れらを2.の定量条件に従って分析し、得られたそれぞれのクロマトグラム上のピーク面積と被

験物質濃度により検量線を作成した。作成した検量線をAppendix2に示す。なお、試験液中の

被験物質の定量下限値は、定量性が確認された範囲での標準溶液の最低濃度 (1.omgL)

とした。
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5. 測定結果

試験液中の被験物質濃度の測定結果を以下に示す。

Appendix table l-I N[easuredconcentrationsoftestitemintestsolutions

Nominal

Concentration

(mgL)

Measured concentration(m 彫 IJ ・

(Percentageofmeasuredconcentrationversus nominal

concentration%)

Atthestart Attheend Geometricmean

Control n.d. n.d. ・

9,5
9,2

(97)
8.9

(94)

9.1

(95)

17
17

(98)
16

(95)
16

(96)

31
30

(98)
29 ,

(94)
30

(96)

56
55

(98)

54

(96)
54

(97)

100
98

(98)
96

(96)
97

(97)
n,d.: 〈 1.omgL
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検量線及びクロマトグラム
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0 10 20

Concentration(m 彫L)

y=37974x

r=1.00

Concentration

(mgリL)
Peakarea

(ns/cm ・sec)

1.O 37933

5.I 191413

10 380733

20 759551

Appendix figure 2-I Calibration curve oftrimethylamine foranalysisbyHPLC.
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Study No. 95277

サンプル名
データフナイル

istandard solution lo.m〃 L
:95277-101207 」SOI.lcd

D洋4悪酔 95277一95280¥1O12〇7¥95277一1O12〇7ーSO1,lod
us/cm

「
10 ・16

min

瀞 塘
95277‐95280¥lo12O7¥95277-・101207‐H0hZ・1cd

「

量

D6tAch2

〕ん丁‐
min

D洋4謀¥95277-95280¥1O12〇7¥95277一1012〇7ーH0hE.lcd
us/cm ▼

.

「
L一
!
仇ratACh2

16
min

D二¥4課¥95277-95280¥101207¥95277一101207一H0hD,lcd
us/cm

「」瓜差

DetAcha

D;¥4課¥95277-95280¥1O12〇7¥95277「1012〇7ーH0hcJcd
us/cm

「一肌ぞ
DetAch2

mln

Name;

ー ■

ピークテーブル DN4拝呈95277▲95280¥101207Y95277‐101207‐SOLtcd

　　　　　　　　　22399

サンプル名 ;oon帥olblank
データファイル ;95277- ‘01207-H0hZ, ーod

ピークテーブル D;¥-.V95277・95280¥101207¥95277‐101207-H0hZしlcd

　　 　　 　　　　　 　　　　　　　

サンプル名 1客鰯臨離籍端灘駕』データファイル

ピークテーブル D泊隊¥952,7‐95280¥101207¥95277-101207-H0hE」cd

幽艶回帰翻撮,.,ー愉 烹
.

:17m ジ Lexposure level
:‐95277 “101207"Hohp,lcd

ピークテーブル D渦操¥95277‐95篇0¥101207¥95277‐101207-H0hoicd

　　　　　 　　　　　

′
サンプル名 :31m ヅ Lexposure level
データファイル :95277 ‐101207‐H0hC.ーcd

ビーークテ【ブル D‘-青95277.9528OYIO1207¥95277一101207一十樽hcJGd

　　　　　　　　　　

Date:之煽 り.IZ ‐7

Appendixfigure2-2"I HPLCchromatograinsatstartofexposure,
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Study No. 95277

学 辞表ィル ー闘 鶏品醍醐総鐙d B熟議醗 m 鮪姻削加欄胡 7‐.101鯛‐H岨 1cd

1/′
DotACh2

M「
ピークテーブル OW-¥95277-95280¥101207¥95277-101207‐H0hB.にd

　　　　　　　　　　
5 .10 16

　　

愛す多発イル . 綴丹端麗臨も綴 ぎ 叩徽醐 膨 醐 mm¥9靭 -1醐 7‐H,踊 ,
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Additionaldata

予備試験結果
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1, 供試試料の培地への溶解度

供試試料の培地への溶解度は目視で loomgL 以上と判断された。

2. 生物予備試験

連 数 2連又は1連/試験区
測定法 細胞計数法
試験液調製法 供試試料を培地に溶解させて調製した試験原液を用いて調製した。
分 析 試験液中の被験物質濃度の測定を行った。藻体への被験物質の取り込み

等の有無を確認するために藻体を添加しない試験液についても測定した。

<試験生物への影響>

設定濃度区
(mgリL)

生長速度 (o-3d)に基づく

生長阻害率(%)
1.O 1,3

10 ‐0.0079

32 -0.96

100 49

10* -2,O

100* 7.4

*別日にて試験実施 (被験物質濃度分析未実施)
<試験液中の被験物質濃度>

設定濃度区
(m以L)

測定濃度 (m以L)

(対設定濃度%)

暴露開始時 暴露終了時

1,0
1.O

(100)

0.99 ・

(99)

1,0(藻体なし)
1,O

(102)

100
100

(102)

100

(102)

100(藻体なし)
100

(101)

藻体吸着: なし

3, 本試験条件

試験濃度 100、 56、 31、 17、 9.5m 膨L( 公比 1.8)
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